
　

令
和
4
年
、
広
川
町
役
場
の
庁
舎
が
新

し
く
な
り
ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

な
ど
で
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
意
見

を
も
と
に
、
昨
年
11
月
、
配
置
や
外
観
デ

ザ
イ
ン
、
各
フ
ロ
ア
の
構
成
な
ど
を
ま
と

め
た
「
基
本
設
計
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
は
そ
の
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

配
置

　

敷
地
内
に
は
①
庁
舎
棟
や
②
附
属
棟
、

③
町
民
広
場
、
④
駐
車
場
（
約
80
台
）、

⑤
屋
外
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
。

駐
車
場
は
新
庁
舎
完
成
後
、
現
庁

舎
の
解
体
跡
地
に
整
備
し
ま
す
。

建
設
工
事
中
の
駐
車
場
は
、
武
徳

館
（
解
体
予
定
）
跡
地
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

新庁舎建設
（解体予定）

サ
イ
ン

　

表
示
や
案
内
図
と
い
っ
た
庁
舎
内
の
サ

イ
ン
に
つ
い
て
、
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
と
ア

ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
を
決
定
し
ま
し
た
。
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
に
は
、
町
の
代
表
的
な
伝

統
工
芸
品
「
久
留
米
絣
」
の
藍
色
を
「
広

川
ブ
ル
ー　

H
irokawa Blue

」
と
し
て

認
定
。
こ
れ
に
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
（
イ

チ
ョ
ウ
や
ガ
ー
ベ
ラ
、
ぶ
ど
う
な
ど
町
特

産
品
の
各
色
）
を
組
み
合
わ
せ
、
広
川
町

ら
し
い
サ
イ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

特集
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1 階の内観イメージ。
窓口や多目的スペース
が設置される予定です。

所在　広川町大字新代 1804-1 外
構造　�［庁舎棟］鉄筋コンクリート

造 4 階建て、一部プレストコ
ンクリート造（基礎免震構造） 

［附属棟］鉄筋コンクリート
造 2 階建て（耐震構造）

規模　�［庁舎棟］延床面積約 4980 ㎡ 
［附属棟］延床面積約 570 ㎡

まちづくりの
核拠点になる

周辺環境と
調和し

使いやすい

防災拠点
としての役割を
果たすことが

できる

進展する
情報化社会に

対応する

環境に配慮し
自然に

やさしい

町民が
利用しやすい

規模・機能・
維持管理費などの

バランスが
取れている

将来の
行政ニーズに
対応できる

1F

3F

2F

4F

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
年
夏
ご
ろ
、
実
施
設
計
や
建
築
確
認

な
ど
の
各
種
手
続
き
が
終
わ
り
、
そ
の
後

建
設
事
業
者
を
決
定
し
ま
す
。
今
年
末
に

は
建
設
工
事
を
始
め
、
令
和
4
年
3
月
に

新
庁
舎
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

多目的スペースは災害臨時窓口や町民、帰宅
困難者の避難場所に使用。町民広場は物資の
受け入れや配給、炊き出しなどに活用します。

防災活動室は関係機関の応援者や消防団、災
害対応職員、ボランティアなどの活動拠点と
して使用します。

情報収集や対応方針の決定、資源の確保・分
配、各種調整を行う災害対策本部を配置。無
線室を隣接させることで迅速に対応できます。

町民展望ラウンジは自衛隊や消防など、応援
者の活動拠点として使用します。

防災対策

基本方針

スペース

町民開放
ゾーン

町民開放
ゾーン

町民開放
ゾーン

町民開放
ゾーン

フ
ロ
ア
構
成

　

2
階
は
教
育
委
員
会
や
建
設
事
業
部
門

に
加
え
、
閉
庁
時
も
活
用
で
き
る
防
災
活

動
室
（
会
議
室
）
や
打
ち
合
わ
せ
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
。
3
階
の
会
議
室
は
災
害
時
、

災
害
対
策
本
部
と
な
り
ま
す
。
町
全
体
を

見
渡
せ
る
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
（
4
階
）
や
展

望
ス
ペ
ー
ス
（
屋
上
）
は
、
だ
れ
も
が
利

用
で
き
る
予
定
で
す
。

概要
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